
発行昭和 57年 8 月 1 日

発行所大洗町役場

i'311-13茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881守275

宮大洗(7)5111({勺

広報公務、室

富士オフセット印刷胸

密 水戸 (31)4241

集

刷

編

正p

(題字・山口孤illll先生書)

磯
浜
海
水
浴
場

「
磯
浜
@

L 

今
年
も
楽
し
い
海
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
し
た
が
、
前
半
、
天
候
の
不
順
で

観
光
客
の
出
足
も
に
ぶ
り
大
変
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
天
候
が
回

復
し
、
大
洗
の
夏
を
大
い
に
満
喫
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
大
洗
の
浜
に
も
、
時

代
の
進
展
に
伴
な
っ
て
一
つ
の
変
化
が

現
わ
れ
ま
し
た
。

新
ら
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、

町
で
は
目
下
、
重
要
港
湾

H

大
洗
浩
仰

の
建
設
を
核
と
す
る
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
成
果
も
除
々
に
現
わ
れ

は
じ
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
関
連

し
て
、
永
い
歴
史
を
誇
っ
た
機
浜
海
水

浴
場
も
咋
年
で
姿
を
消
し
、
今
年
か
ら

大
貫
地
区
の
海
浜
に
「
磯
浜
・
大
貫
海
水

浴
場
」
と
し
て
新
ら
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

磯
浜
海
水
浴
場
は
遠
き
明
治
の
時
代
か

ら
「
塩
湯
治
」
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
、

大
正
日
年
・
浜
田
J
磯
浜
の
水
浜
電
車
の

開
通
と
相
ま
っ
て
、
一
層
海
水
浴
場
と
し

て
発
展
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
(
昭
和

白
年

5
月
l
日
号
広
報
お
お
あ
ら
い
「
町

の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
・
大
洗
の
い
ま
む
か
し
」
、

を
御
参
照
下
さ
い
。
)

前
で
は
大
洗
港
建
設
計
画
に
伴
な
い
こ

の
磯
浜
海
水
浴
場
の
消
滅
に
対
し
て
「
海

岸
環
境
整
備
事
業
」
の
調
査
研
究
を
進
め
、

諸
施
策
を
構
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
沖

防
波
堤
及
び
角
一
下
の
砂
止
堤
の
効
果
が

あ
ら
わ
れ
、
大
貫
地
匿
に
か
な
り
の
ス
ケ

ル
の
静
穂
な
海
域
と
、
東
西
に
向
つ
て

の
巾
広
い
砂
浜
が
得
ら
れ
、
町
民
は
も
と

よ
り
県
内
外
の
浴
客
が
夏
の
太
陽
を
い
っ

ぱ
い
に
浴
び
な
が
ら
気
持
よ
く
遊
べ
る
海

水
浴
場
と
し
て
変
身
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
暫
定
で
す
が
、
今
後
安
全
で

快
適
な
海
水
浴
場
と
し
て
更
に
整
備
を
進

め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

磯浜・大震潟水浴場位置図

N~十 s

も
う
一
つ
の
海
水
浴
場
。
大
洗
。

昭
和
田
年
農

湯
水
諮
場

O
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開
き
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ロ
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月
)
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浴
期
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(
金
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O
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範
囲

大

洗
大
洗
茨
交
ビ
!
チ
パ
レ
ス
下
よ
り

や
ぐ
ら
下
付
近
ま
で

磯
浜
・
大
賞

大
貫
砂
堤
よ
り
は
ま
ぜ
く
荘
下
砂

止
堤
ま
で

(mm区
間
)

O
海
水
浴
場
内
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
-

た
き
火
等
の
規
制
(
磯
浜
・
大
賞
)

一
般
観
光
客
に
つ
い
て
は
、
海
水

浴
場
監
視
本
部
に
用
意
し
た
届
出
用

紙
に
て
申
し
込
む
。

(
許
可
区
域
)

①
大
賞
プ
l
ル
下
却

m
×
日

m
範
囲

②
海
水
浴
場
本
部
南
(
の
り
下
)
日

m
×
削

m
範
囲

③
は
ま
ざ
く
荘
下
砂
止
堤
叩

m
×
加

m
の
範
問

。
有
料
駐
車
場
(
7
月
円
日
J
8
月
日
日
)

①
大
洗
都
市
公
園
駐
車
場

②
観
光
案
内
所
脇
駐
車
場

③
大
賞
海
岸
駐
車
場

④
磯
浜
・
大
一
黄
海
山
庄
一
宮
堕
裳
府
間
駐
率
場

⑤
大
賞
プ
!
ル
跡
駐
車
場

⑥
は
ま
ざ
く
荘
下
駐
車
場

※
大
鳥
居
か
ら
文
化
セ
ン
タ
!
前
を

通
る
県
遂
の
延
長
で
、
磯
浜
・
大
貫

海
水
浴
場
裏
側
へ
暫
定
道
路
が
開
通

さ
れ
ま
し
た
。

絢
試
し
を
す
る
な
ど
の
楽
し
み
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

力
箪
木
も
眠
る
組
一
点
つ
時
、
雨
最
近
は
ク
ー
ラ
ー
の
普
及
で
、

の
そ
ぼ
降
る
柳
の
酪
に
、
足
元
の
涼
味
を
怪
談
に
求
め
る
必
要
が
な

お
ぼ
ろ
げ
な
人
の
姿
が
ス
i
ッ
と
く
な
っ
た
と
い
う
せ
い
で
し
ょ
う

現
れ
て
々
と
い
っ
た
調
子
の
怪
談
か
、
お
化
け
の
出
る
話
は
あ
ま
り

は
、
夏
、
特
に
お
盆
が
シ
ー
ズ
ン
。
聞
き
ま
せ
ん
。

ぞ
く
っ
と
す
る
気
分
で
涼
し
さ
を
で
も
、
今
様
怪
談
で
、
道
路
に

味
わ
お
う
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
幽
霊
が
出
る
話
を
耳
に
す
る
こ
と

ど
う
も
現
代
っ
子
に
は
ピ
ン
と
こ
が
あ
り
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
確

な

い

よ

う

で

す

。

か

に

そ

こ

が

交

通

事

故

の

あ

っ

た

劇
画
や
映
画
で
ど
ぎ
つ
い
シ
!
と
こ
ろ
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
し

ン
に
慣
れ
て
い
る
せ
い
も
あ
り
、
て
、
夜
に
な
る
と
、
道
路
の
照
明

ま
た
最
近
は
、
つ
l
i
j
i
l
l
-
1
1
1
1
|
J
や
周
囲
の
明
か

一

は

な

し

一

家
の
構
造
も
変
一
才
栓
い

b
器
、
融
臨
時
一
り
の
具
合
な
ど

一

可

d

一

-sfsaF
官
富
島
一

わ
っ
て
、
夜
中
一
率
良
去
騎
ー
一
問
問
一
で
、
奇
怪
な
像

に
家
の
外
の
暗
「
l
i
l
i
-
-
i
l
-
-
L
(
ゴ
ー
ス
ト
)

い
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
も
な
く
な
と
な
っ
て
見
え
る
i
i
i
と
い
う
こ

っ
た
せ
い
で
し
ょ
う
。
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

怪
談
は
、
昔
か
ら
説
話
文
学
な
そ
の
た
め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

ど
の
形
で
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
錯
覚
を
起
こ
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作

が
、
講
談
や
芝
居
で
怪
談
が
盛
ん
を
誤
り
、
事
故
の
原
因
に
な
る
|

M
u
mわ川
6
1し

に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ
!
こ
の
よ
う
な
道
路
は
、
怪
談
咽

7
tこ
t
Z
7

て
か
ら
。
乾
坤
坊
良
斎
が
自
作
自
と
一
笑
に
付
さ
な
い
で
、
点
検
し

演
し
た
「
田
谷
怪
談
」
、
三
遊
亭
円
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。

朝

の

「

牡

丹

灯

箆

」

な

ど

が

特

に

ク

U
A
/

ー
ゎ
斤
〕

-zr.

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

¥

ら

え

が

ヤ

¥

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
町
人
た

6
3
2

ち
の
間
で
夏
の
夕
方
、
怪
談
の

JFnh
鱈
警

'
上
手
な
人
が
話
し
て
開
か
せ
、
度

1
1
2

車
に
棄
つ
だ
ら

ま
ず
ベ
ル
ト

8
月

1
日
J
引
自

シ

i

ト

ベ

ル

ト

着

用

推
進
運
動

あ
な
た
は
事
に
乗
っ
て
い
る
と

き
、
シ
i
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て

い
ま
す
か
7

昨
年
一
年
間
に
交
通
事
故
で
亡

く
な
っ
た
方
の
約
四

O
%近
く
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
で
す
。

車
に
乗
っ
て
い
て
万
が
一
事
故
に

遭
っ
た
場
合
、
そ
の
被
害
を
防
止

し
た
り
軽
減
す
る
の
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

夏
は
交
通
事
故
が
増
加

夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
心
身
の
疲

労
に
加
え
て
、
レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省

な
ど
で
マ
イ
カ
ー
の
利
用
が
増
、

毎
年
、
交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
「
面
倒
だ
か
ら
」
、
「
き

ゅ
う
く
つ
だ
」
な
ど
の
理
由
で
、

シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
ド

ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
が
大
変
多
い

状
況
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
八
月
は

「
シ
i
ト
ベ
ル
上
着
用
推
進
運
動
」

が
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
や
同
乗
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に

H

車
に
乗
っ
た

ら
、
ま
ず
ベ
ル
ト
々
を
習
慣
づ
け

て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故

か
ら
あ
な
た
の
生
命
を
守
る
ぷ
叩

の
綱
u

で
す
。
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第
訪
問
全
国
盲
人
福
祉
大
会
が
、
去

る
5
月
間
日
よ
り
加
日
ま
で
全
由
か
ら

の
参
加
者
約
側
人
の
方
を
迎
え
て
、
水

戸
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
県
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
茨
交
大
洗
ホ
テ
ル
、
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
開
催

に
あ
た
り
盲
人
の
皆
様
の
誘
導
や
案
内

の
た
め
当
町
よ
り
、
婦
人
会
、
ラ
イ
オ

ネ
ス
ク
ラ
ブ
、
交
通
安
全
母
の
会
、
高

年
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
方
々
及
び
一
般

の
方
々
あ
わ
せ
て
沌
名
の
方
が
ボ
ラ
、

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
活
動
を
行
な
つ
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
盲
人
の
誘
導
の
心
得
に
つ
い
て

研
修
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
盲
人
の
方
々
を
迎
え
て
奉

仕
活
動
に
あ
た
っ
て
み
ま
す
と
、
パ
ス

か
ら
宿
舎
へ
の
案
内
、
宿
舎
や
会
議
場

に
お
け
る
階
段
の
誘
導
等
す
べ
て
は
じ

め
て
の
こ
と
で
あ
り
苦
労
の
多
い
活
動

で
あ
り
ま
し
た
。

3
日
間
に
わ
た
る
こ

の
大
会
が
無
事
終
了
し
た
こ
と
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
活
動
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
全
国
の
参
加
者
盲
人
の
方
々

よ
り
深
く
感
謝
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

豊
か
で
住
み
よ
い
社
会
を
築
く
た
め

に
は
、
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
覚
と

参
加
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
活
動

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

今
後
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

い
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
よ
り
活

発
に
な
る
よ
う
推
進
を
図
る
こ
と
に
努

め
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
た
し
ま
す
。 謀総務豪語ii(

t"¥ らあ議官書留昭和57年8月1S 

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
の
ご
連
絡
や
照
会
等
は
大
洗
町
役
場

内
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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電
気
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に

一
日
た
り
と
も
欠
か
せ
な
い
、
身
泣
で

便
利
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

家
庭
で
は
、
照
明
や
冷
暖
房
を
は

じ
め
、
洗
様
、
そ
う
じ
、
食
品
の
冷
蔵

(
凍
)
な
ど
、
電
気
は
ス
イ
ッ
チ
一
つ

で
や
っ
て
の
け
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が

快
適
で
便
利
な
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
、
電
気
と
い
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
え

ま
す
。と

こ
ろ
で
、
電
気
の
約
何
%
は
火
力

発
電
所
で
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
燃

料
の
約
問
%
は
石
油
で
す
。

善
意
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
、
。
大
洗
町
交
通
安
全
協
会
第
六
分
会

昭
和
五
十
六
年
十
二
汚
二
十
B
以

降

次

代

表

米

川

満

男

肢

の

と

お

り

多

額

の

寄

付

が

ょ

せ

ら

れ

ま

八

二

二

八

八

円

し
た
。

O
愛
の
募
金
箱

寄
付
を
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
大
賞
か
ね
外
衛
生
課
職
員
一
同
被

「

ま

ご

こ

ろ

」

と

寄

付

の

ご

趣

旨

を

有

一

一

一

、

七

七

六

円

効
に
生
か
し
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め

O
カ
ス
ミ
ス
ト
ア
ー
グ
ル
ー
プ

活

用

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

ス

i
パ
!
大
洗
大
民
府
川
町

寄

付

を

よ

せ

ら

れ

た

方

々

二

O
、
0
0
0円

。
大
洗
町
磯
浜
町
八
二
回
船
の
七
こ
れ
ら
の
ご
寄
付
は
、
い
ず
れ
も
福

飯
隠
薫
殿
祉
の
向
上
あ
る
い
は
、
障
害
者
福
祉
、

ニ
O
、
0
0
0円
老
人
福
祉
等
の
た
め
役
立
て
て
と
よ
う
、

O
大
洗
町
交
通
安
全
母
の
会
司
法
腎
意
と
奉
仕
の
「
ま
ご
こ
ろ
」
に
よ
る

代
表
榔
焔
幸
江
肢
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
四
回
、
四
五
一
円
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
、

O
大

洗

町

二

六

会

こ

れ

ら

の

善

意

と

「

ま

ご

こ

ろ

し

を

い

代
表
堀
井
健
介
被
か
し
、
老
人
福
祉
、
身
体
障
害
者
福
祉

一一

O
、
0
0
0円
等
地
域
社
会
福
祉
活
動
の
進
展
を
図

。
大
洗
前
磯
浜
町
…
…
一

O
番
地
り
、
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に

佐
久
間
辰
男
殿
努
力
し
て
い
く
考
、
え
で
あ
り
ま
す
。

一、

0
0
0円
今
後
も
町
民
の
皆
様
方
に
よ
る
社
会

。
大
洗
前
磯
浜
町
二
四
五
七
番
地
福
祉
協
議
会
活
動
、
善
意
銀
行
、
ボ
ラ

篠
原
耕
造
殿
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

三、

0
0
0円
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
石
油
の
川
%
を
海
外
か
ら

輸
入
に
頼
る
わ
が
国
の
場
合
、
日
常
わ

た
し
た
ち
が
使
う
電
気
も
そ
の
半
分
以

上
を
w
輸
入
u

し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
電
気
を
無
駄
な
く

上
手
に
使
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ

ず
、
石
池
を
節
約
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

電
気
の
使
用
量
(
電
力
消
費
量
)
は
、

一
年
の
う
ち
で
は
季
節
に
よ
っ
て
、
ま

た
、
一
日
の
う
ち
で
は
笠
間
と
夜
間
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
日
比
ま
す
と
、
冷
暖
房

機
器
の
普
及
に
よ
っ
て
、
夏
と
冬
に
多

く
の
篭
気
を
使
い
ま
す
。
な
か
で
も
夏

場
の
8
丹、

9
月
が
ピ

l
ク
で
、
そ
の

三
分
の
一
は
ク

i
ラ
!
の
使
用
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
一
日
の
う
ち
で
最
も
多
く
の

電
気
を
使
う
時
間
殺
は
、
気
川
仙
の
上
が

る
夏
の
午
後
二
時
前
後
で
、
ち
ょ
う
ど

ク
ー
ラ
ー
が
フ
ル
回
転
す
る
時
刻
に
当

た
り
ま
す
。
こ
れ
に
、
高
校
野
球
の
テ

レ
ピ
観
戦
が
重
な
る

H

八
月
中
旬
の
午

後
二
時
u

は
、
日
本
列
島
の
電
力
消
費

量
は
ピ

i
ク
に
達
し
ま
す
。

ク
ー
ラ
ー
の
涼
風
の
中
で
高
校
野
球

を
楽
し
む
i
ー
そ
の
一
方
で
、
わ
が
国

の
発
電
所
は

H

パ
ン
ク
寸
前
u

に
追
い

込
ま
れ
る
の
で
す
。

電
気
は
、
ピ

l
ク
時
に
備
、
え
て
ふ
だ

ん
か
ら
蓄
え
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
足
り
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
電
気
そ
の
も
の
を
輸
入
す
る

わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

無
駄
を
省
い
た
、
効
率
的
な
電
気
の

使
い
方
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

畠
動
車
税
に
保
る

畠
主
ま
つ
消
に
つ
い
て

自
動
車
を
所
有
(
使
用
)
し
て
い
る

皆
さ
ん
t

が
、
そ
の
車
を
使
用
し
な
く
な

っ
た
時
(
例
え
ば
使
用
不
能
と
な
っ
た

時
・
使
用
を
一
時
中
止
す
る
時
・
解
体

し
た
時
)
は
、
た
だ
ち
に
水
一
戸
陸
連
事

務
所
へ
ま
っ
消
の
交
録
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、
い
つ

ま
で
も
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
自
動
車
の
所
有
者
が
行
方
不

明
の
た
め
陸
連
事
務
所
で
ま
っ
消
設
録

手
続
き
が
出
来
な
い
場
合
は
、
水
一
戸
県

税
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宮

0
2
9
2
@
9
0
3
8

鋼
人
事
業
税
を

お
志
れ
な
く

昭
和
町
年
度
、
個
人
事
業
税
第
I
期

分
の
納
期
限
は
8
月
訂
日
迄
で
す
。

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
下
さ
い
。

お
酒
に
か
か
る
税
金

税
金
に
は
、
所
得
税
や
相
続
税
な
ど

の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
酒
税
や
物
品
税

な
ど
の
間
接
税
が
あ
り
ま
す
。

潤
税
は
、
清
務
、
ビ

i
ル
、
ウ
イ
ス

キ
ー
な
ど
の
お
滴
に
か
か
る
税
金
で
、

お
滴
の
メ
ー
カ
ー
が
製
造
場
か
ら
出
荷

す
る
と
き
に
納
税
し
ま
す
が
、
そ
の
税

金
は
、
お
酒
の
価
格
に
含
め
て
い
ま
す

の
で
、
最
終
的
に
は
、
お
沼
の
消
費
者

が
酒
税
の
負
担
者
と
な
り
ま
す
。

娩
酌
に
清
酒
二
級
を
二
合
飲
み
ま
す

と
約
二
一
四
円
・
ど

i
ル
大
ぴ
ん
一
本
で

は
二
一
七
円
の
酒
税
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
税
務
署
・
税
務
相
談

室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

主なお湛に含まれている税金

お溶の種類 小売価格 酒 税額

{青 j頭特級(1，8R ) 2，390円 917円

ィ青 J酋 I 事，)1(1.8 R ) 1，660円 441内

{青 J爾 2 級(1.8e) 1，220円 169円

ピ ル (633mR) 265円 127円

ウイスキー特級 (760mR) 2，770内 1，334円

ウイスキー 1級 (720mR) 1，580円 635円

ウイスキー 2級 (720mR) 800円 220円

主を

3∞ 
キ女

布
大
洗
町
高
年
者
ク
ラ
ブ

明

寿

会

代
表
高
僑
兼
士
口
殻

第
一
中
学
校
へ
清
掃
用
と
し
て

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ー
一
自
況
の
関
犯
運
動

l

7
月
初
日
か
ら

8
月
目
白
ま
で

夏
は
、
学
校
の
一
夏
休
み
、
祭
礼
、
そ

の
他
の
行
事
が
各
地
で
催
さ
れ
、
人
々

の
解
放
感
が
、
よ
り
生
じ
易
く
ま
た
、

暑
さ
な
ど
か
ら
符
戒
心
が
薄
れ
、
泥
降
、

性
犯
罪
、
少
年
非
行
、
暴
力
事
犯
、
水

難
及
び
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ

る
季
節
で
す
。

等r
祭
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
件
、
事
故

か
ら
み
な
さ
ん
を
守
り
、
安
全
で
楽
し

い
夏
が
過
ご
せ
る
よ
う

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
強
化

広
報
活
動

防
犯
映
画
会

防
犯
座
談
会

な
ど
の
弊
察
活
動
を
各
地
域
に
お
い

て
、
数
多
く
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
、
ひ
と
り
で
も
多
く
、

こ
れ
ら
の
行
事
に
関
心
を
持
ち
、
参
加

さ
れ
て
、
事
件
、
事
故
の
な
い
明
る
い

街
、
つ
く
り
に
ご
協
力
下
さ
い
。

な
お
、
少
年
非
行
、
犯
罪
被
害
の
予

防
、
家
庭
内
の
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
は

左
記
へ
遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。

水
一
戸
枇
バ
祭
署
防
犯
課

宮
水
一
戸
ニ
四
一
一
一
一
一
内
線
一
一
三
六
一

i
正

大
洗
讐
察
官
幹
部
派
出
所

宮
大
洗
七
二
四
一
七 小売価格は、代表的な商品の一般的な価格です。〔注〕

女
間
賦
く
な
り
や
す
い

ビ
タ
ミ
ン
凱
、
ク
エ
ン
酸

(
牛
乳
・
レ
バ

i
は
ち
み
つ
・
し
よ
う
が
・

梅
干
・
レ
モ
ン
)

も
う
一
度
食
生
活
の
見
産
し
を

健
康
の
基
本
は
食
べ
る
、
体
を
動
か
す
、
休
養
を
と
る
、
と
い
う
三
つ
の
要

素
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
す
る
こ
と
で
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

生
活
は
病
気
に
打
ち
勝
つ
丈
夫
な
体
を
つ
く
り
、
こ
れ
が
適
度
の
運
動
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
強
く
き
た
え
ら
れ
、
よ
り
よ
い
健
康
状
態
が
維
持
さ
れ
ま
す
。

食
生
活
は
大
変
豊
か
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
や
、
し
好
的
な
食
品
に
偏
っ
た
食
生
活
を
し
て
病
気
の
一
歩
手
前
の
「
半
健
康
」

の
状
態
に
あ
る
人
が
増
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な
の
健

康
を
維
持
す
る
た
め
に
も
う
一
度
わ
が
家
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
L
ょ
う
。

食
生
活
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
毎
日
、
朝
食
は
き
ち
斗
と
食
べ
て
い
ま
す
か

②
毎
日
、
に
ん
じ
ん
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
緑
や
黄
色
の
濃
い
野
菜
を
た
べ
て
い

ま
す
か

③
毎
臼
、
く
だ
も
の
を
食
べ
ま
す
か

④
毎
白
、
玉
ね
ぎ
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
淡
色
野
菜
を
食
べ
ま
す
か

⑤
毎
呂
、
肉
か
魚
、
ま
た
は
タ
マ
ゴ
を
食
べ
ま
す
か

⑥
毎
日
、
牛
乳
を
飲
み
ま
す
か

⑦
納
豆
や
一
豆
腐
な
ど
大
豆
製
品
を
一
週
間
に
一
一
一
回
以
上
食
べ
ま
す
か

⑧
油
を
使
っ
た
料
理
を
一
臼
一
聞
は
食
べ
ま
す
か

⑨
こ
ん
ぶ
、
わ
か
め
、
の
り
な
ど
の
海
草
を
一
週
間
に
一
一
一
回
以
上
食
べ
ま

す
か

⑪
い
も
類
を
一
週
間
に
一
二
回
以
上
食
べ
ま
す
か

ハ
イ
の
答
が

9
1
m
な
ら
瑛
想
的

7
1
8
は
ま
あ
ま
あ

6
以
下
な
ら
不
合
格

こ
ん
な
症
状
に
こ
ん
な
食
品
を

*
自
が
疲
れ
や
す
い

蛋
白
質
、
ビ
タ
ミ
ン
A
、臥、

c、
ミ
ネ
ラ
ル

(
魚
・
山
内
・
レ
パ
1
1
7
な
ぎ
・
に
ん
じ
ん
・

い
ち
噌
了
レ
モ
ン
)

「 健 自 問
国康分を毎
保増の持日
税進王手ちパ

納仁代二ラ
品う亭 Jやユ包

13め 生 度 ス

きf量採2
M よ 境 養 れ
わ う に を た
が 。 見 と 食
家 合る事
。〉 っこ r
{建たと、
康 三 も 規
」 栄 明 朗 (} --::'官官骨

養日正 EZJL 
、へし き弘シラ

還のいバコ~:..はウイ 4 〆
動活生 d物 h叫ラ五会yノ
、力活品二議長h~み 十 f啓強記L

イ木をを 4懇欝翰 ν~... 宮\
養苧 L， l室主 i群馬持)
を予く府補T泣い ¥'m1/
心、 JL つ ClI'(f¥J : 主主 I ¥If I 
カftろ _-'-戸田J JZ 」L /

け 手 ぐ 守
て，Q 時 ノ

品
問
根
気
が
な
く
な
り
ゃ
す
い

良
質
の
蛋
白
質
、
野
菜
類

(
大
豆
・
ね
ぎ
・
玉
ね
ぎ
・
に
ん
に
く
・
い

わ
し
)

品
同
体
が
だ
る
い
一
一
局
が
こ
り
や
す
い

ビ
タ
ミ
ン
郎
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
カ
ル
シ
ウ
ム

(
レ
バ
!
・
豚
肉
・
牛
乳
・
小
魚
類
・
ご
ま
・

く
る
み
)

。
食
い
つ
も
頭
が
重
い

ビ
タ
ミ
ン
&
、
ク
ヱ
ン
酸

(
柑
橘
類
・
梅
干
・
ら
っ
き
ょ
う
・
ピ
ー
マ

ン
)
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町
内
の
電
柱
等
に
貼
ら
れ
て
い
る
ポ

ス
タ
ー
や
立
看
板
が
、
あ
ま
り
に
も
氾

濫
し
そ
の
中
に
は
、
青
少
年
の
目
に
触

れ
さ
せ
た
く
な
い
も
の
や
観
光
地
と
し

て
美
観
を
そ
こ
ね
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
大
洗
町

青
少
年
育
成
会
議
(
竹
内
宏
会
長
)
に

参
加
し
て
い
る
青
少
年
相
談
委
員
、
婦

人
会
、
子
供
会
脊
成
会
、

P
T
A一等の

皆
さ
ん
方
に
よ
る
、
ポ
ス
タ
ー
・
立
肴

板
等
の
撤
去
作
業
が
、
去
る
7
月
初
日

午
前
9
時
か
ら
各
地
区
ご
と
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

町
内
を
却
地
区
に
分
け
て
、
青
少
年

相
談
委
員
さ
ん
が
斑
長
と
な
り
、
ワ
イ

ヤ
ブ
ラ
シ
、
タ
ワ
シ
、
ペ
ン
チ
、
金
べ

お書官

今
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
町
民
挙

げ
て
の
大
掃
除
が
、
去
る
6
月
初
日
(
磯

(3)第128号

ラ
、
バ
ケ
ツ
等
撤
去
に
要
す
る
7
つ
道

具
を
そ
れ
ぞ
れ
各
自
で
持
参
、
受
持
区

域
の
撤
去
作
業
に
入
り
ま
し
た
。

前
日
の
雨
で
、
ポ
ス
タ
ー
等
は
充
分

に
水
が
し
め
っ
て
貼
が
し
や
す
い
状
況

で
あ
り
ま
し
た
が
、
ボ
ン
ド
の
り
等
で

結
つ
で
あ
る
も
の
が
多
く
、
作
業
に
と

ま
ど
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
な
れ

る
に
つ
れ
作
業
も
進
み
、
町
内
の
隅
々

の
電
柱
か
ら
有
害
ポ
ス
タ
ー
-
看
板
等

が
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
に
参
加
し
作
業
に
尊
い
汗

を
流
さ
れ
た
皆
様
方
の
ご
努
力
は
、
青

少
年
健
全
育
成
と
観
光
地
大
洗
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ

、
7浜

東
地
区
)
7
月
4
日
(
大
賞
・
夏
海

地
区
)
7
月
日
日
(
磯
浜
西
地
区
)
の
3

日
間
、
早
朝
か
ら
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
住
む
環
境
を
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
手
で
キ
レ
イ
に
し
、
清
潔

で
明
る
い
健
康
な
町
づ
く
り
を
し
よ
う

と
す
る
、
町
民
の
皆
様
の
奉
仕
に
よ
る

も
の
で
、
町
内
の
道
路
、
測
溝
の
隅
々

ま
で
清
掃
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
3
日
間
に
処
理
さ
れ
た
汚
泥
等

は
2
屯
ダ
ン
プ
抗
ム
口
も
の
量
に
な
り
ま

し
た
。清

掃
奉
仕
作
業
に
よ
り
、
今
年
の
夏

も
「
ハ
エ
や
ヵ
、
悪
臭
」
等
の
環
境
衛

a
，
、
，
，
，
，

去
る
7
月
4
臼
、
日
臼
、
回
目
の
各

日
曜
日
を
利
用
し
て
、
第
4
回
世
存
季
大

洗
町
お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

一
中
グ
ラ
ン
ド
を
主
会
場
に
各
グ
ラ
ン

ド
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
(
関
根
繁
会
長
)
が
主
催
し
て
行
っ

た
も
の
で
、
今
年
で
第
4
回
を
迎
、
ぇ

各
町
内
か
ら
お
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。各

チ

l
ム
の
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
日
一

明
、
大
洗
親
善
ソ
フ
ト
大
会
や
、
消
防

団
ソ
フ
ト
大
会
等
で
の
試
合
経
験
者
が

多
く
、
各
試
合
と
も
好
プ
レ
ー
が
続
出

し
、
試
合
を
楽
し
み
な
が
ら
親
善
を
深

め
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

生
の
面
は
も
と
よ
り
、
油
汚
川
や
海
の

水
質
の
浄
化
に
も
大
き
な
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

な
お
、
今
年
も
こ
の
大
清
掃
に
、
次

の
団
体
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し

た
O
大
洗
土
木
協
会

ダ
ン
プ
カ
ー
延
認
台

シ
ョ
ベ
ル
カ
|
延
7
ム口

協

力

者

延

狩

人

O
町
水
道
工
事
指
定
底

ダ

ン

プ

カ

ー

延

9
台

協

力

者

延

叩

人

三準優
Ht 

1立:~.券耳券

上髭フ
レ

釜
d〆〆

宿 ベズ

松
の
木
ク
ラ
ブ

大
賞
小
P
T
A吐

ト
シ
マ

l
ズ

磯
浜
小
P
T
A吐

O
個
人
賞
(
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
賞
)

大

作

寿

子

さ

ん

(

滝

口

)

作
悶
千
代
子
さ
ん
(
松
の
木
)

鈴
木
喜
美
子
さ
ん
(
磯
浜
小
)

鈴
木
和
子
さ
ん
(
ト
シ
マ
し
ス
)

山

本

絹

代

さ

ん

(

明

石

)

佐
久
間
と
し
子
さ
ん
(
大
貫
小
)

弓
i
明
1
・
大
貫
小
P
T
A

1
↓

i
1油
開
丑
ハ
'
小

P
T
A
L

F
1
i
附
眠
、
i
m
m
M
」

~
A
1
、
1

'

ベ
行
制
寸
明
石
保
育
園

引
制
け
制
叶
ト
シ
7
!
ズ

ーi
明
1
松
の
木
ク
ラ
ブ

ベパ

4
1滝
口
?
?
さ
ん

。
あ
な
た
の
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

も
う
お
す
み
で
す
か
グ

学校学区第

新
装
な
っ
た
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
-

大
ホ

l
ル
で
、
去
る
6
月
沼
日
に
「
害

少
年
健
全
育
成
・
講
話
と
音
楽
の
集
い
」

が
…
中
の
生
徒
と
父
兄
同
名
の
参
加
の

も
と
に
盛
大
に
開
儀
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
激
増
す
る
青
少
年
非
行
の

防
止
活
動
を
学
校
、
地
域
ぐ
る
み
で
活

発
に
行
な
っ
て
い
る
当
町
一
中
学
区
(
磯

小
・
祝
小
・
一
中
)
が
、
「
非
行
防
止
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
L

の
指
定
を
受
け
そ
の

事
業
の
一
環
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
で

す。
「
集
い
」
は
竹
内
町
長
、
中
村
一
中

校
長
等
関
係
者
の
激
励
と
挨
拶
に
は
じ

ま
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
く
、
県
警
音

楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
で
は
行
進
出
、
童

謡
、
映
画
、
主
題
曲
等
9
曲
の
熱
演
に
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ

と
水
戸
警
察
婆
防
犯
課
長
鈴
木
良
一
千
警

部
の
講
演
に
移
り
、
「
シ
ン
ナ
ー
遊
び
・

暴
走
族
・
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
・
駿
」
等

吋

E
3
3
1
3
2
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J

∞
〈
主
主

5
5
5告
訴

5
5
4

寺
こ
は
、
正
常
値
よ
り
高
い
位
が
同

一

握

襲

撃

…

⑤

身

仰

の

調

子

が

よ

い

人

も

あ

り

又

…

急
激
に
下
げ
る
と
気
分
が
悪
く
{

…

老

人

の

血

圧

で

あ

り

ま

す

。

…

…
老
人
の
高
血
圧
と
は
、
一
六

o
l
家
庭
で
は
、
食
事
乞
摂
り
す
ぎ
な
…

同
九

O
以
上
を
公
い
ま
す
。
い
主
つ
に
、
太
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
同

町

七

O
歳
以
上
に
な
る
と
、
そ
の
日
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
、
そ
一

一
%
が
高
血
圧
症
に
な
る
と
云
わ
れ
て
し
て
適
度
の
逐
動
を
す
る
こ
と
を
す
…

昨

い

ま

す

。

す

め

ま

す

。

町

一
老
人
で
は
わ
ず
か
な
遂
動
や
、
ス
〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕
吋

一

ト

レ

ス

、

気

候

、

食

事

等

で

血

圧

は

〔

会

〉

一

…
動
揺
し
易
く
な
り
ま
す
か
ら
、
余
り

k
d
ゃ

rb一

一
正
常
値
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
く
、
む
小
川
ポ
ル
ペ
!
τ
と

同

一
一

O
上
っ
た
か
ら
、
下
っ
た
か
ら
と

f
b円
ノ

7

1

豆

一

一

一

一

喜

一

憂

す

る

事

は

あ

り

ま

せ

ん

。

戸

志

向

{
t

一

「
1
1
1
1
1
3
1
3
1
3
1
1
1
1
1
3
1
1
1
3
3
3
1
1
1
1
1
1
1
L

の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
実
例
を
あ
げ

な
が
ら
の
お
話
し
に
生
徒
父
兄
の
皆
さ

ん
は
終
始
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た。
こ
の
卒
業
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
か
ら

の
夏
休
み
に
向
っ
て
、
各
地
区
毎
に
座

談
会
や
映
画
会
等
を
行
な
、
つ
予
定
と
な

っ
て
お
り
、
当
町
か
ら
青
少
年
の
非
行

は
一
掃
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

璽障害鶴学捜誰1ft欝麗金

@テーマ 「人間・居住・環境と科学技術J

@開催地主城県筑波研究学部都市

@開催期間昭和創)年3丹17日-9月16B

( 6ヶ月間)

模子想入場者数 一 2，000万人

会場函積 約 10Cへクタル

総
一
一

部
う
一
回

組
よ
一
位

つ
計
一
一
此

璽
刀
一
で

掛
成
一
日
目

撃
を
一
時

騒
一
一

@規EXPO'S5 

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金
・
船
員
保
険

な
ど
他
の
公
的
年
金
制
度
に
入
っ
て
い

な
い
方
が
、
す
べ
て
加
入
さ
れ
る
年
金

制
度
で
す
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
配
偶
者

や
大
学
生
(
昼
間
部
)
、
他
の
年
金
制
度

か
ら
年
金
を
う
け
ら
れ
る
方
は
、
任
意

に
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
最
近
の
一
年
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い
れ
ば
、
万

て
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
審
者
に
な
っ
た
場
合
、
療
窓
口
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
し
、
保
険
料
を
二
十
五
年
以
上
(
年
齢
に
よ
り
十
年
よ
り
二
十
四
年
ま
で
短

縮
さ
れ
る
。
)
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
十
五
歳
(
六
十
歳
よ
り
繰
上
げ
請
求

で
き
る
。
)
に
な
る
と
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
抽
出
の
公
的
年
金
を
や
め
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
当
然
、

国
民
年
金
へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
ま
だ
、
加
入
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
す
ぐ
に
役
場
年
金
係
へ
お
い
で
に
な
っ
て
加
入
の
手
続
き
を
お
す
ま
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
お
き
き
し
た
い
と
き
は
、
役
場
年
金
係
(
電
話

七
!
五
一
一
一
内
線
五
一
二
)
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

。
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

住
所
、
支
払
機
関
を
変
え
た
い
と
き
は

す
?
に
届
出
を
押
川
口

老
齢
・
通
算
老
齢
年
金
支
受
¥
け
て
い

る
方
が
、
伎
所
ま
た
は
、
年
金
の
支
払

を
う
け
て
い
る
銀
行
・
郵
便
局
等
を
変

え
た
い
と
き
は
、
「
国
民
年
金
受
給
権
者

住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を
社
会
保
険

庁
年
金
保
険
部
業
務
第
二
課
(
一
γ
湖
東

京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
一
ニ

I
五
上
一
四
)

あ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
ま
た
は
届
出
が
遅
れ
た
り
し
ま
す
と
、
年

金
の
支
払
通
知
が
印
刷
か
な
か
っ
た
り
し
て
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

な
お
、
届
出
の
用
紙
は
、
役
場
年
金
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
住
所
ま
た
は
銀

行
・
郵
便
局
等
を
変
え
た
い
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
変
更
の
手
続
き
を
お

す
ま
せ
く
だ
さ
い
。

。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
は

も
う
す
み
ま
し
た
か
グ

第
二
期
分
の
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
、
?
〆
戸

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
~
ー
鋲
)
'
一
一

L

ま

だ

納

め

て

い

な

い

言

、

平

く

器

開

閥

次

針

輿

ま
し
ょ
う
o

f

乞
わ
」

/

t

t
唱



も百

wv
応
募
枚
数

第128号 (4)

大
嘆
に
扱
い
ま
し
ょ
う
開
鑑
登
録

八
月
か
ら
印
鑑
証
明
の

用
紙
が
か
わ
り
ま
す

印
鑑
の
事
故
妨
止
の
た
め
う
す
い
青

色
地
に
、
花
慌
様
B
5
判
用
紙
を
使
用

し
ま
す
。

印
鑑
証
明
書
は
、
公
正
証
書
の
作
成
、

不
動
産
や
偶
人
の
商
取
引
に
使
わ
れ
る

大
切
な
も
の
で
す
み
だ
り
に
笑
印
や
、

印
鑑
驚
録
証
を
他
人
に
貸
す
の
は
、
事

故
の
も
と
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

。
設
録
証
や
実
印
を
な
く
し
た
ら
す

ぐ
届
出
を
。

。
登
録
一
一
訟
は
、
実
印
向
様
大
切
に
保

管
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

お
コ
メ
は
正
し
い
ル

l
ト
で

@
消
費
者
の
皆
さ
ん
F
-

お
コ
メ
は
、
知
事
許
可
庖

か
ら
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

上
記
の
看
板
が
目
印
で
す
。

大
洗
町
の
米
穀
販
売
許
可
庖

松

重
島 せ 大 大 松 t長オ 粉名

き 部
土着

屋国

穀f米苫
ね 商 新喜

屋 屋 や !i5 屋 屋 宅居 E霊称

金 国 噴 柴 関 大 深 勝オ 正王 E王

~~事 山 木 国 半艮 音E橋 作 扇周 前奇

1萎 富 繁 靖 女~ー 日J 
j青

E量絹一之
亡口仕 土佐 雄 癒 子 助 雄 t陸郎 歓名

ドエニ

福棄穀
中 j霞 手口 {中 {云 材P藤 {手 名
+長 E室 右

穀米
弁ー 泉

穀米
手口

二L

安穀広底 屋 屋 庖 助 屋 門 物称

鈴 中 氷 関 菊 力日 楊 E里 須小
氏

木 根 田 キ艮 池 芸事 i畢 員選
{変 ち

サ
や と {専

ま
あ 草'語 名ト さ 健太

子 え 二子 ゑ 子 き 生郎

らあ毒事お

(
敬
称
略
)

高
齢
化
社
会
を
考
え
る

間
庶
民
の
集
い
提
言
募
集

茨
城
県
で
は
、
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
老
人
福
祉
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
広

く
県
民
の
提
言
を
求
め
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
積
極
的
に
応
募
し
て

下
さ
い
。

wv

テ

j

マ

wv
応
募
資
格

高
齢
化
社
会
に
お
け
る

お
と
し
よ
り
の
福
祉

(
老
年
・
中
年
・
青
年

の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

の
意
見
)

県
内
に
居
住
し
て
い
る

老
年
の
方
・
中
年
の
方
・

青
年
の
方

自

0
0字
詰
原
稿
用
紙

五
枚
以
内

題
名
、
氏
名
、
年
齢
、

昭和57年8月1El 

性
別
、
職
業
を
明
記
の

こ
と

昭
和
五
十
七
年
八
月
三

十
一
日
ま
で

明

v
路
募
原
稿
提
出
先
役
場
厚
生
課
で

受
付
け
ま
す
o

v意
見
発
表
会
応
募
者
の
中
か
ら
選

考
の
う
え
「
高
齢
化
社

会
を
考
え
る
県
民
の
集

い
(
期
臼
未
定
)
L

に
お

い
て
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

役
場
厚
生
課
ま
た
は
水

戸
地
方
福
祉
事
務
所
老

人
福
祉
課

wv
応
募
期
間

V
問
い
合
せ

大洗闇醤住宅管理条例の一部改正

勤労者の収入増加と老人同居世帯の住宅困窮に対し、公営

住宅法施行令の一部改正にともない、大洗町でも昭和57年 8

月1日より次の点が主に改正されます。

①入居資格収入基準(すべての収入控除後の月額)

後

87;000円を超え

141，000円以下

87，000円以下

②収入超過基準(割増賃料の算定)

(すべての収入控除後の月額)

月額家賃に
対 す る倍 率

0.2 
0.4 

者の 収， 入

111，000円を超え126，000円以下

126，000円を超える場合

69，000円を超え111，000円以下

111，000円を超え126，000円以下

126，000円を超える場合

居入種別

第 l種
住 宅

0.3 
0.5 
0.8 

種別

正改前

55，000円を超え95，000円以下

55，000円以下

品苧奮喜孟
0.2 
0.4 

0.3 
0.5 
0.8 

に改正されました。

正改

第 I種
住 宅

第 2種

住 宅

者

141，000円を超え178，000円以下

178，000円を超える場合

87，000円を超え141，000円以下

141，000円を超え178，000円以下

178，000円を超える場合

入ヰ又c) Eき入

第 1 手重
住 宅

第 2種

住 宅

第 2種

住 宅

種別

fJ'え

郵
便
私
書
箱
の

ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す

①
郵
便
私
書
箱
を
ご
利
用
な
り
ま
す
し
込
み
く
だ
さ
い
。
郵
便
な
書
籍
の

と

。

こ

利

用

料

金

は

、

特

別

の

場

合

を

除

@
早
く
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。
き
無
料
で
す
。

郵
便
私
書
箱
へ
の
配
達
は
、
郵
便
③
郵
便
私
設
問
箱
で
の
郵
便
物
の
お
受

物
が
到
着
す
る
都
度
行
わ
れ
ま
す
か
け
取
り
は

ら
、
窓
口
取
扱
時
間
内
に
到
着
し
た
あ
ら
か
じ
め
お
渡
し
し
て
あ
る
商
す

も
の
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
お
受
け
用
の
「
鍵
」
で
、
郵
便
私
書
箱
か
ら

取

り

い

た

だ

け

ま

す

。

直

接

お

受

け

取

り

い

た

だ

け

ま

す

。

@
ご
希
望
の
待
刻
に
お
受
け
取
り
い
ま
だ
、
書
留
郵
便
物
、
料
金
受
取

た

だ

け

ま

す

。

人

払

い

の

郵

便

物

、

容

積

が

大

き

い

郵
便
局
の
窓
口
取
扱
時
間
内
で
あ
郵
便
物
な
ど
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し

れ
ば
、
ご
都
合
の
よ
い
時
刻
に
自
由
た
「
お
知
ら
せ
」
を
郵
便
私
書
箱
に

に
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。
入
れ
て
お
き
ま
す
の
で
、
取
扱
窓
口

⑧

安

全

で

す

。

で

お

受

け

取

り

い

た

だ

け

ま

す

。

お
休
み
な
ど
の
た
め
、
郵
便
物
を
な
お
、
郵
便
私
書
箱
を
利
用
し
て

す
ぐ
に
お
受
け
取
り
に
な
れ
な
い
場
お
ら
れ
る
方
は
、
お
出
し
に
な
る
郵

合
に
も
、
郵
便
私
書
箱
が
郵
便
物
を
便
物
な
ど
に
ご
自
分
の
私
書
箱
番
号

確
実
に
お
預
か
り
し
ま
す
。
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
な
ど
し
て
、

②
郵
便
私
審
籍
ご
利
用
の
手
続
は
相
手
の
方
に
郵
便
私
書
箱
を
利
用
し

配
達
を
受
け
持
つ
郵
便
局
に
お
中
て
い
る
旨
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(57.6月現夜)

増減率(%)増減数前年周期年本

ム1l.1(ム21.7) ム1(ム13)9 (60) 8 (47) 発生件数

0) ( 3.) ( 3) 死 者数

27.3(ム12.7)

大洗町における交通事故の発生状況

3(ム10)11 (79) 

※( )内は累計を示す。

“毎月す自は突通安全の白"

14 (69) 負傷者数

町
営
公
園
墓
地
入
口
よ
り
墓
地
内
ま
で

車
轍
交
通
規
制
に
つ
い
て

来
る
8
月
日
目
よ
り
、
月
お
く
れ
盆
な
お
、
間
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

に
入
り
町
営
墓
地
内
相
当
に
混
雑
が
予
せ
ん
の
で
、
パ
ス
等
を
利
用
し
て
車
で

想

さ

れ

ま

す

。

の

墓

参

の

場

合

は

規

制

時

間

外

に

お

願

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
町
営
い
い
た
し
ま
す
。

業
一
池
内
ま
で
の
道
路
に
つ
い
て
交
通
規

O
規
制
期
日

8
月
日
日
!
日
日

制
を
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た

O
規
制
時
間
午
後
5
時
J

8
時

し
ま
す
。

o
対
象
車
輪
全
車
縞
(
自
転
車
を
含
む
)

大
洗
体
協

大
洗
海
洋
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

小
・
中
・
高
校
生
徒
を
対
象
と
し
た
男
子
・
女
子

ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
で
す
。

O
函
，
し
込
み
先

議
か
な
人
間
性
の
形
成
と
体
力
の
出
向
大
洗
町
磯
浜
町
脱
番
地
(
永
南
)

上

を

め

ざ

し

、

か

つ

海

に

対

す

る

理

関

野

文

夫

(

関

野

旅

館

)

解

を

深

め

る

た

め

の

活

動

を

し

て

い

怨

⑦

3
5
2
9

ま
す
。こ

の
夏
、
大
洗
の
海
で
き
み
も
、
ヨ

ッ
ト
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
要
項

O
対

象

小

学

3
年
以
上
の
健
康
な

0
入
会
金
子
河

o
会
費
五
百
円
(
月
額
)

※
活
動
は
、
毎
週
日
曜
日
磯
浜
海
岸

(
大
洗
観
光
ホ
テ
ル
下
)
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。

電
信
電
話
児
童
画
コ
ン
ク
i
ル
の
ご
案
内

電
電
公
社
で
は
、
小
学
生
の
み
な
さ

ん
に
電
信
電
話
に
対
す
る
理
解
と
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
電
信
電
話

を
テ
!
?
に
し
た
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
毎
年
実
砲
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
7

月
下
旬
か
ら
8
月
下
旬
に
か
け
て
実
施

し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
応
募
資
格
は
小
学
生
に
限
り
ま

す
が
、
詳
し
い
応
募
方
法
は
、
電
話
局

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
応
募
に

あ
た
っ
て
電
話
局
の
窓
口
や
電
話
交
換

機
な
ど
の
施
設
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
電
話
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
洗
電
報
電
話
局

ハ
O
i
i
，っ
'
u
q
d
Q
U
T
A

“あなだが築く吏通安全"

9 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 月
/ / / / / / / / / / / / / / 
7 31 30 24 23 19 17 11 10 9 5 3 2 臼

機 機 機 機 成 機 母 手L 機
事

吉E 吉E 歳 自主 苦主
歳 能 人 吉E 吉E 歳

回 題 回
ムノ、

間 病ク 図 性 児 間
児 児 カ 児 業

f旦 f室 t夏 月 復 f夏 本目 f建 f星

言11 司1 中目 言11 キ告
健 部! 百11 司ヰ 本自、ソ

名
練 練 吉東 練 言長 5会 練 ク 市東 去長火次 三ロ会ク 練 吉東

者する者害F章 する 害障 i詩
者する者F答章

j前 i前 する答F車 成 する寄!寄 妊 生 生 する 障寄 i鵡

歳
人 世帯 後 後

者者 歳 歳 者者
病者患

者者 及 7 2 者者 歳
で で 児 で 児 ノカ、 て、 で び カカ で 児

主す

機能 機能
誕

機吉包
5延

月 機能 機能
母 月月

能機
書是

生 生 σ〉 及 性 I I 主主

復練訓回を

回 日
f回夏

日 誕 回 (I 間 8 3 

練回復訓を

日
象

{重 lこ 』ニ
生

{夏
f練司旦11 

カカ に

練訓を
達 自11 逮 日 部| 時主 月月 i垂
し 練を し 京東 {主 rJ)rJ) し
た T乙 を 民 を 者者 Tこ

者必 必、 者 必 者 必、 必 必、 者
要 聖書 婆 要 要 婆
と と と と と と

1 9 9 9 9 9 9 9 1 1 9 
2待11時 11時 11時 11時 2時 11自寺 2時 11時 11時 2持 2待11時待。。 待。。 時00時00待。。 E寺15時00日寺 15 待。。 自寺00時 15時 00持 00
30分 30分 30分 30分 30分 15分 30分 15分 30分 30分 15分 30分 30分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

「
婦
人
科
ガ
ン
」
集
自
検
診

⑧

検

診

名

⑧

対

象

婦
人
科
ガ
ン
集
団
検
診

大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
概
ね
却
歳
以
上
の
婦
人

(
検
診
人
員
2
3
0
名
)

⑧
臼
時
及
び
場
所

8
月
刊
山
臼
(
木
)
大
貫
青
年
研
修
所

8
R凡
幻
臼
(
金
)
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

午
後
ロ
時
却
分
J

1
時
泊
分

8
0
0
円

8
汚
回
目
(
水
)
ま
で

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
(
電
話
で
も
受
付
ま
す
)

雷
同
1
1
0
1
0
・
附
1
0
9
5
3

@
受
付
時
間

@

料

金

融
噛
申
込
期
限

⑬

申

込

先
受
け
よ
う
結
核
健
康
診
断

(
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
)

9
月
4
1
臼
(
月

)
j
9月
刊
白
〈
土
)

全
前
町
内
を
巡
回
す
る
結
核
健
康
診
断
(
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
)
の
機
会
を
の
が

さ
ず
に
、
ぜ
ひ
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

在
宅
看
護
婦
等
の
調
査
の
ご
協
力
を
F
-

茨
城
県
民
保
健
医
療
の
充
実
に
必
婆
な
看
護
婦
さ
ん
を
確
保
す
る
た
め
、
在

宅
看
護
調
査
を
8
月
初
日
ま
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
及
び
准
看
護
婦
の
免
許
を
持
っ
て
、

現
在
看
護
婦
の
業
務
に
つ
い
て
い
な
い
方
の
調
査
で
す
。
該
当
す
る
方
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
調
査
察
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の
ご
希
望
や
ご
意
見
等
を

記
入
し
て
提
出
し
て
下
き
い
。



 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット -15.18, 1064.11 幅 62.24 高さ 22.77 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     -15.1802 1064.1117 62.2389 22.7703 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0f
     QI+ 2
     1
      

        
     2
     4
     2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



